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は
じ
め
に

　

国
境
管
理
は
国
家
主
権
の
最
後
の
砦
で
あ
り
、「
誰
が
国
家
に
と
っ
て
の
望
ま
し
い
構
成
員
で
あ
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
そ
の
包

摂
と
排
除
の
境
界
を
あ
ぶ
り
出
す
領
域
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
各
国
の
国
益
重
視
で
運
用
さ
れ
る
移
民
政
策
に
比
べ
、
難
民
政
策
は
人

道
主
義
に
基
づ
く
規
範
的
制
約
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
難
民
政
策
に
お
い
て
も
、
近
年
制
度
的
排
除
の
実
践
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（right-w

ing populism

）
政
党
の
台
頭
す
る
欧
州
各
国
で
は
、
難
民
排
除
に
向
け
た
法
制

化
や
行
政
措
置
が
導
入
さ
れ
た
（
佐
藤　

二
〇
一
三
：
一
三
八
、
柄
谷　

二
〇
一
三
）。
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、
ア
ジ
ア
か
ら
の

ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
を
標
的
と
し
た
「
防
御
・
阻
止
・
収
容
」
政
策
に
よ
る
難
民
か
ら
の
国
境
防
衛
が
展
開
さ
れ
て
い
る
（
飯
笹　

二

〇
〇
七
、
杉
田　

二
〇
一
三
）。
こ
れ
ら
の
先
進
諸
国
の
国
境
管
理
に
共
通
す
る
傾
向
は
、
①
社
会
的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
不
安
に
基

づ
く
福
祉
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
、
②
望
ま
し
く
な
い
人
々
が
も
た
ら
す
人
種
・
民
族
・
宗
教
的
多
様
性
の
統
合
へ
の
負
荷
、
と
い
う

観
点
か
ら
、
難
民
庇
護
を
特
権
化
し
、
国
家
に
と
り
受
け
入
れ
コ
ス
ト
が
高
い
と
み
な
さ
れ
る
人
々
の
排
除
を
合
法
的
に
処
理
し
よ

う
と
す
る
点
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
寛
容
な
難
民
政
策
を
継
続
し
て
き
た
カ
ナ
ダ
で
は
、
こ
の
領
域
で
ど
の
よ
う
な
包
摂
と
排
除
の
政
治
が
展
開

さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
カ
ナ
ダ
の
移
民
政
策
に
お
い
て
は
近
年
、
カ
ナ
ダ
経
済
へ
の
貢
献
度
と
市
場
へ
の
適
応
性
を
軸
と
す
る
排

除
の
境
界
が
一
層
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
家
族
呼
び
寄
せ
移
民
に
対
し
、
入
国
後
一
〇
年
間
は
社
会
福
祉
に
関
す
る
負
担
を
呼
び
寄
せ

た
家
族
側
が
負
う
こ
と
を
義
務
化
す
る
な
ど
、
社
会
福
祉
コ
ス
ト
負
担
の
個
人
化
の
徹
底
も
図
ら
れ
た
（
大
岡　

二
〇
一
二
）。
そ
の

一
方
難
民
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
、
世
界
一
寛
容
で
公
正
と
自
負
す
る
政
策
を
継
続
し
て
い
く
か
に
思
わ
れ
た
。
一
九
八
六
年
の
ナ

ン
セ
ン
メ
ダ
ル
受
賞
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
人
道
的
か
つ
寛
容
な
難
民
政
策
は
隣
国
ア
メ
リ
カ
と
の
差
別
化
を
図
り
、「
カ
ナ
ダ
を

カ
ナ
ダ
た
ら
し
め
る
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源
泉
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
人
権
国
家
と
し
て
の
外
交
イ
メ
ー
ジ
を
守
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る
べ
く
、
難
民
政
策
再
編
に
は
踏
み
込
ま
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
こ
の
カ
ナ
ダ
で
も
、
ハ
ー
パ
ー
保
守
党
政
権
下
で
つ
い
に
難
民
政
策
の
再
構
築
が
開
始
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
の
難
民
改

革
法
（Balanced Refugee Reform

 A
ct

）、
続
く
二
〇
一
二
年
の
Ｃ-

31
法
案
上
程
に
よ
る
難
民
改
革
法
の
再
改
正
と
、
一
連
の
難

民
庇
護
に
関
す
る
法
改
正
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
は
カ
ナ
ダ
の
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
（T

he 

Protecting Canadaʼs Im
m

igration System
 A

ct

）
が
成
立
し
、
二
〇
一
二
年
の
一
二
月
五
日
か
ら
、
新
制
度
下
で
の
難
民
の
仕
分

け
・
排
除
・
選
別
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
論
文
の
目
的
は
、
こ
の
ハ
ー
パ
ー
保
守
党
政
権
下
で
の
一
連
の
難
民
政
策
の

再
編
と
境
界
構
築
の
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
１
節
で
は
カ
ナ
ダ
の
難
民
政
策
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
同
時
に
、
新
た
に

導
入
さ
れ
た
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
の
も
と
で
構
築
さ
れ
た
難
民
の
仕
分
け
・
排
除
・
選
別
の
構
造
を
整
理
す
る
。
第
２
節
で
は
、

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、「
偽
難
民
」
と
し
て
排
除
対
象
と
な
っ
た
集
団
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
人
権
の
譲
歩
が
組
み
込
ま
れ

た
か
と
、
排
除
の
正
当
化
を
支
え
た
政
府
の
言
説
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
３
節
で
は
、
さ
ら
に
難
民
政
策
変
更
の
方
向
転
換
を
水
路

づ
け
た
背
景
要
因
と
し
て
、
①
国
内
政
治
環
境
の
変
化
と
、
②
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

１　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
難
民
受
け
入
れ
と
そ
の
再
編

１　

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
難
民
受
け
入
れ
の
歴
史

　

カ
ナ
ダ
の
難
民
受
け
入
れ
は
建
国
以
来
常
に
人
道
主
義
を
貫
い
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
は
庇
護
を
求
め

て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
、「
ゼ
ロ
で
も
多
す
ぎ
る
」
と
し
て
難
民
と
し
て
の
受
け
入
れ
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
結
果
多
く
が
送
還
後

に
強
制
収
容
所
で
命
を
落
と
し
た
。
し
か
し
過
去
の
負
の
記
憶
は
、
戦
後
正
の
記
憶
へ
と
上
塗
り
さ
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

カ
ナ
ダ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
難
民
や
チ
ェ
コ
難
民
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
難
民
の
積
極
的
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
（
阿
部　

二
〇
〇
五
）。



346

法学研究 89 巻 2 号（2016：2）

さ
ら
に
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
カ
ナ
ダ
は
こ
れ
ま
で
の
「
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ナ
ダ
」
主
義
に
基
づ
く
国
境
管
理
を
捨
て
去
り
、
多

文
化
国
家
と
し
て
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
し
始
め
る
。
移
民
政
策
の
転
換
が
行
わ
れ
、
一
九
六
七
年
に
ポ
イ
ン
ト
制

が
導
入
さ
れ
た
。
人
種
・
民
族
・
出
身
地
域
を
排
除
基
準
と
し
な
い
移
民
選
抜
の
制
度
化
は
人
口
の
多
様
化
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、

新
社
会
構
成
員
の
社
会
統
合
政
策
と
し
て
も
、
一
九
七
一
年
に
多
文
化
主
義
政
策
を
採
用
し
た
。
こ
う
し
て
「
多
様
性
の
中
の
統

合
」
が
国
是
と
な
る
中
で
、
難
民
政
策
も
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
。

　

一
九
六
九
年
に
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
に
批
准
す
る
と
、
国
際
社
会
へ
の
人
道
的
貢
献
が
難
民
政
策
の
柱
に
置
か
れ
、
ウ
ガ

ン
ダ
難
民
（
一
九
七
二
年
）
や
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
（
一
九
七
五
―
一
九
八
〇
年
）
な
ど
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
大
規
模
な
受
け

入
れ
が
実
施
さ
れ
た
。
一
九
七
八
年
移
民
法
で
は
こ
う
し
た
経
験
の
蓄
積
を
法
制
化
し
、
移
民
受
け
入
れ
原
則
の
一
つ
に
「
難
民
受

け
入
れ
に
よ
る
国
際
的
責
務
の
遂
行
」
を
明
記
す
る
に
至
る
。
人
種
・
民
族
・
出
身
地
に
こ
だ
わ
ら
な
い
カ
ナ
ダ
の
人
道
的
か
つ
寛

容
な
難
民
政
策
は
カ
ナ
ダ
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源
泉
と
し
て
支
持
を
集
め
た
。
二
〇
〇
二
年
の
移
民
・
難
民
保
護
法

（Im
m

igration and Refugee Protection A
ct

、
以
下
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
成
立
以
降
、
カ
ナ
ダ
で
は
難
民
条
約
の
定
義
を
満
た
す
難
民
（
条

約
難
民
）
に
加
え
、
カ
ナ
ダ
独
自
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
「
保
護
を
必
要
と
す
る
者
（Persons in need of Protection

）」、
つ
ま
り

出
身
国
に
お
い
て
拷
問
や
非
人
道
的
な
処
遇
に
晒
さ
れ
る
危
険
の
あ
る
者
に
ま
で
難
民
の
定
義
を
広
げ
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
合
わ

せ
た
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
（
本
岡　

二
〇
〇
九
：
四
八
八
）。

　

実
際
に
は
カ
ナ
ダ
の
年
間
二
五
万
人
に
上
る
永
住
者
受
け
入
れ
は
、
カ
ナ
ダ
経
済
へ
の
適
応
性
に
よ
り
選
別
さ
れ
る
経
済
移
民（（
（

を

中
心
に
進
む
。
難
民
受
け
入
れ
自
体
は
永
住
者
受
け
入
れ
の
約
一
割
程
度
に
す
ぎ
な
い
（
大
岡　

二
〇
一
二
）。
と
は
い
え
、
難
民
受

け
入
れ
を
管
理
す
る
市
民
権
・
移
民
省
（
以
下
市
民
権
省
）（Citizenship and Im

m
igration Canada

）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

難
民
は
「
カ
ナ
ダ
に
経
験
、
希
望
、
夢
を
携
え
て
や
っ
て
き
て
、
カ
ナ
ダ
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
豊
か
で
、

さ
ら
に
繁
栄
し
た
社
会
を
建
設
す
る
の
を
助
け
て
く
れ
る
存
在
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
庇
護
を
必
要
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と
す
る
人
々
に
安
全
な
避
難
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
こ
そ
が
カ
ナ
ダ
の
役
割
と
も
謳
っ
て
い
る
。
難
民
の
再
ス
タ
ー
ト
を
手
厚
く
支

援
す
る
社
会
で
あ
る
こ
と
は
、
国
際
間
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
高
度
人
材
移
民
か
ら
選
ば
れ
る
移
住
先
と
な
る
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
形

成
に
も
有
利
と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
。

２　

現
在
の
受
け
入
れ
枠
組
み
―
―
第
三
国
定
住
と
国
内
庇
護

　

そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
の
難
民
政
策
の
も
と
で
は
、
難
民
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
き
た
の
か
。
カ
ナ
ダ
で
難
民
認
定
を
受
け
る

に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
国
外
か
ら
の
再
定
住
、
い
わ
ゆ
る
第
三
国
定
住
難
民
で
あ
る
。
こ
れ
は
難

民
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
逃
れ
た
人
々
を
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
要
請
に
従
い
、
政
府
が
ま
と
ま
っ
た
単
位
で
カ
ナ
ダ
国
内
に
再
定
住
さ
せ
る
方

法
で
あ
る
。
難
民
審
査
は
市
民
権
省
が
担
当
す
る
。
カ
ナ
ダ
の
場
合
再
定
住
難
民
に
は
、
政
府
支
援
難
民
（Governm

ent A
ssisted 

Refugee

、
以
下
Ｇ
Ａ
Ｒ
）
と
民
間
引
き
受
け
難
民
（Private Sponsored Refugee

、
以
下
Ｐ
Ｓ
Ｒ
）
が
あ
る
。
政
府
支
援
難
民
は
、

政
府
が
定
住
支
援
を
引
き
受
け
る
。
他
方
民
間
引
き
受
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
教
会
、
民
族
団
体
、
一
八
歳
以
上
の
カ
ナ
ダ
市
民
ま
た
は

永
住
者
五
人
で
結
成
さ
れ
る
五
人
組
（Groups of five
）
な
ど
民
間
が
受
け
入
れ
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
難
民
を
呼
び
寄
せ
、
難
民
の

カ
ナ
ダ
で
の
自
立
支
援
の
責
任
を
負
う
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る（（
（

。
政
府
支
援
難
民
、
民
間
引
き
受
け
難
民
と
も
に
目
標
と

な
る
年
間
受
入
れ
幅
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
Ｇ
Ａ
Ｒ
に
は
二
〇
一
二
年
の
目
標
値
が
七
五
〇
〇
か
ら
八
〇
〇
〇
名
の
間
、
Ｐ

Ｓ
Ｒ
に
は
四
〇
〇
〇
名
か
ら
六
〇
〇
〇
名
の
間
と
い
う
幅
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

　

第
二
の
ル
ー
ト
は
カ
ナ
ダ
領
域
内
か
ら
の
難
民
申
請
で
あ
る
。
つ
ま
り
飛
行
機
、
船
、
陸
路
、
何
ら
か
の
手
段
で
カ
ナ
ダ
ま
で
行

き
、
カ
ナ
ダ
国
内
か
ら
庇
護
申
請
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
申
請
受
付
自
体
に
も
年
間
上
限
数
は
な
く
、
年
間
受
入
れ
目
標
幅

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
三
年
の
受
け
入
れ
目
標
値
は
七
〇
〇
〇
か
ら
八
五
〇
〇
名
で
あ
っ
た
（CIC 2012b

）。

国
内
申
請
者
は
移
民
・
難
民
審
査
委
員
会
（Im

m
igration and Refugee Board of Canada

、
以
下
Ｉ
Ｒ
Ｂ
）
に
よ
り
難
民
資
格
審
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査
と
認
定
を
受
け
る
。
図
１
は
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ａ
成
立
後
の
二
〇

〇
二
年
か
ら
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
が
成
立
し
た
二
〇
一

二
年
ま
で
の
期
間
、
カ
ナ
ダ
の
年
間
難
民
受
け
入
れ
数
の

推
移
を
難
民
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
に
示
し
て
い
る
。

図
１
か
ら
は
Ｇ
Ａ
Ｒ
が
比
較
的
安
定
し
、
七
五
〇
〇
人
前

後
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（（
（

。
ま
た
Ｐ
Ｓ
Ｒ
も
Ｇ

Ａ
Ｒ
に
よ
る
受
け
入
れ
枠
よ
り
は
低
い
水
準
だ
が
、
比
較

的
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｐ
Ｓ
Ｒ

も
活
用
し
つ
つ
、
政
府
と
民
間
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
宗

教
団
体
、
民
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
フ
ォ
ー
マ
ル
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
連
携
に
よ
り
、
難
民
の
カ
ナ
ダ
社
会
へ

の
適
応
を
促
し
て
き
た
の
が
、
カ
ナ
ダ
の
難
民
受
け
入
れ

の
特
徴
で
あ
る
（H

am
lin 2012

）。

　

比
較
的
安
定
的
に
推
移
し
て
き
た
国
外
か
ら
の
再
定
住

難
民
の
受
け
入
れ
に
対
し
、
劇
的
な
推
移
を
見
せ
て
い
る

の
が
、
カ
ナ
ダ
国
内
か
ら
の
庇
護
申
請
で
あ
る
。
二
〇
〇

五
年
ま
で
二
万
人
に
迫
る
ま
で
に
倍
増
し
て
い
た
庇
護
申

請
の
受
付
数
が
二
〇
〇
五
年
を
ピ
ー
ク
に
激
減
し
、
こ
こ

数
年
は
一
万
人
を
割
り
込
む
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
〇
八
年

図１　カナダにおけるプログラム別難民受け入れ数の推移

出典：CIC（2012a）より筆者作成

政府支援難民（GAR）　　　　　民間引受け難民（PSR）
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に
は
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
第
二
位
、
世
界
に
お
け
る
難
民
の
庇
護
申
請
全
体
の
一
〇
％
が
カ
ナ
ダ
に
集
中
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
一

年
に
は
八
位
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
（U

N
H

CR 2013

）。
こ
う
し
た
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
ま
さ
に
難
民
の
仕
分
け
・
排

除
・
選
別
の
た
め
の
一
連
の
法
改
正
で
あ
る
。
以
下
具
体
的
な
法
改
正
内
容
と
そ
の
結
果
構
築
さ
れ
た
現
在
の
難
民
選
別
シ
ス
テ
ム

を
検
討
す
る
。

３　

移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
に
よ
る
難
民
の
仕
分
け

　

二
〇
一
二
年
六
月
二
八
日
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
新
た
な
難
民
の
仕
分
け
・
排
除
・
選
別
の
制
度
化
と
な
る
、
Ｃ-

31
法
案
が
成
立

し
た
。
名
称
を
カ
ナ
ダ
の
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
（the Protecting Canadaʼs Im

m
igration System

 A
ct

）
と
し
た
よ
う
に
、
カ

ナ
ダ
の
国
境
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
の
難
民
庇
護
シ
ス
テ
ム
を
、「
偽
難
民
（bogus refugees

）」
と
「
密
輸
業
者
（H

um
an 

Sm
ugglers

）」
か
ら
守
る
こ
と
を
目
指
し
た
法
改
正
で
あ
っ
た
。
Ｃ-

31
法
案
は
二
〇
一
一
年
六
月
に
勅
許
を
得
た
ば
か
り
の
難
民

改
革
法
を
さ
ら
に
強
化
す
る
目
的
で
再
上
程
さ
れ
た
。
難
民
改
革
法
は
二
年
前
の
二
〇
一
〇
年
に
上
程
さ
れ
、
議
会
で
八
月
に
可
決

さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。
難
民
改
革
法
下
で
の
シ
ス
テ
ム
変
更
が
始
ま
る
前
、
勅
許
の
た
っ
た
八
カ
月
後
の
二
〇
一
二
年
二
月
に
は
新

法
案
が
再
上
程
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

主
な
変
更
点
は
、
国
内
庇
護
申
請
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
、
①
安
全
国
指
定
（D

esignated Country of O
rigin

）
に
よ
る
難
民
性

の
限
定
、
②
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
設
定
に
よ
る
審
査
の
迅
速
化
、
③
安
全
指
定
国
出
身
者
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
拒
否
と
国
外
退
去
手

続
き
の
迅
速
化
、
④
申
請
審
査
待
機
者
の
就
労
・
就
学
、
社
会
福
祉
へ
の
無
条
件
ア
ク
セ
ス
の
廃
止
、
⑤
密
輸
業
者
な
ど
の
不
法
な

手
段
を
用
い
て
入
国
し
た
非
正
規
入
国
者
に
対
す
る
罰
則
の
強
化
、
で
あ
る
。
以
下
詳
し
く
見
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
カ
ナ
ダ
領
域
内
か
ら
の
庇
護
申
請
者
は
出
身
地
、
入
国
の
方
法
に
関
係
な
く
、
一
律
Ｉ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
審
査
を
経
て
難
民

認
定
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
新
法
制
下
に
お
い
て
は
、
庇
護
申
請
者
を
「
安
全
指
定
国
」
出
身
者
と
そ
れ
以
外
に
分
け
、
効
率
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的
で
迅
速
な
難
民
認
定
と
国
外
退
去
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
市
民
権
大
臣
権
限
に
よ

り
、
通
常
難
民
を
排
出
せ
ず
、
人
権
を
尊
重
し
、

国
家
に
よ
る
保
護
を
提
供
す
る
、
難
民
に
と
っ

て
の
「
安
全
国
」
を
カ
ナ
ダ
政
府
が
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
に
基
づ
き
、
民
主
主
義
が
確
立
し
、

生
命
や
身
体
へ
の
脅
威
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る

安
全
国
出
身
の
庇
護
申
請
者
に
対
し
て
は
、
難

民
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
念
頭
に
迅
速
に
審

査
を
す
る
。
そ
の
結
果
申
請
拒
否
と
な
っ
た
場

合
に
は
直
ち
に
退
去
さ
せ
る
と
い
う
仕
分
け
を

徹
底
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年
一
二

月
に
、
カ
ナ
ダ
史
上
初
め
て
二
七
カ
国
が
「
安

全
国
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け
た（（
（

。
ま
た
二
〇

一
三
年
二
月
に
は
追
加
で
さ
ら
に
八
カ
国
が
指

定
さ
れ
た
（
表
１
参
照
）。
大
半
が
Ｅ
Ｕ
諸
国

で
、
ア
ジ
ア
か
ら
は
唯
一
日
本
が
リ
ス
ト
入
り

し
た（（
（

。

　

難
民
審
査
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
こ
の
安
全
国
指

表１　安全指定国のリスト

指定出身国（Designated Country of Origin）

第 1 次リスト
（27 カ国）

　オーストリア 　ラトヴィア
　ベルギー 　リトアニア
　クロアチア 　ルクセンブルク
　キプロス 　マルタ
　チェコスロヴァキア共和国 　オランダ
　デンマーク 　ポーランド
　エストニア 　ポルトガル
　フィンランド 　スラブ共和国
　フランス 　スロヴェニア
　ドイツ 　スペイン
　ギリシャ 　スウェーデン
　ハンガリー 　英国
　アイルランド 　アメリカ合衆国
　イタリア

第 2 次リスト
（ 8 カ国）

　ニュージーランド 　フィンランド
　オーストラリア 　ノルウェー
　日本 　アイスランド
　メキシコ 　イスラエル注

注：ヨルダン川西岸地区、ガザ地区などパレスチナ暫定自治区は除く。
出典：CIC（2012d）より筆者作成
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定
に
よ
り
完
全
に
二
層
化
さ
れ
た
。
安
全
指
定
国
出
身
庇
護
申
請
者
の
国
外
退
去
ま
で
の
期
間
は
推
定
四
五
日
で
あ
る
。
短
期
間
で

の
退
去
を
前
提
と
す
る
た
め
、
カ
ナ
ダ
国
内
待
機
期
間
中
、
庇
護
申
請
者
に
は
就
労
許
可
申
請
も
健
康
保
険
の
受
給
も
認
め
ら
れ
な

い
。
安
全
国
以
外
か
ら
の
庇
護
申
請
者
に
対
し
て
は
、
よ
り
慎
重
に
六
〇
日
以
内
に
申
請
資
格
審
査
を
受
け
た
う
え
で
、
二
四
〇
日

程
度
で
す
べ
て
の
難
民
認
定
プ
ロ
セ
ス
を
終
了
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
。
安
全
国
は
カ
ナ
ダ
独
自
の
難
民
仕
分
け
の
方
法
で
は
な
く
、

現
在
、
英
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど

で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
人
の
移
動
の
管
理
に
向
か
う
難
民
政
策
の
収
斂
が
カ
ナ
ダ
に
も
及
ん
だ
と
い
え
る
。

　

第
二
に
審
査
の
迅
速
化
と
国
外
退
去
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
簡
易
化
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
庇
護
申
し
立
て
か
ら

審
査
完
了
ま
で
の
待
機
期
間
が
長
く
、
申
請
の
未
処
理
件
数
の
累
積
を
生
み
だ
し
て
い
た
。
こ
の
累
積
件
数
の
た
め
、
申
請
か
ら
審

査
ま
で
の
待
機
時
間
は
約
一
〇
三
八
日
も
あ
っ
た
。
庇
護
申
請
が
拒
否
さ
れ
て
か
ら
も
、
何
度
も
異
議
申
し
立
て
や
帰
国
後
の
安
全

性
の
確
認
の
申
し
立
て
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
外
退
去
決
定
ま
で
に
平
均
四
年
半
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
待
機

期
間
中
、
庇
護
申
請
者
は
就
労
が
認
め
ら
れ
、
社
会
保
障
給
付
も
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
こ
の
期
間
内
に
カ
ナ
ダ
で
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
な
ど
、
庇
護
申
請
者
の
カ
ナ
ダ
社
会
と
の
実
体
あ
る
結
び
つ
き
が
強
ま
り
、
か
え
っ
て
帰
国
が
難
し
く
な
る
と
い
う
状
況
が
生

ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
な
し
崩
し
の
カ
ナ
ダ
へ
の
定
住
を
防
ぐ
た
め
、
安
全
指
定
国
出
身
庇
護
申
請
者
に
つ
い
て
は
三
〇

―
四
五
日
間
、
そ
れ
以
外
の
出
身
で
も
六
〇
日
間
の
待
機
期
間
で
難
民
認
定
の
た
め
の
面
接
を
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
が
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
と
し
て
示
さ
れ
た
。

　

第
三
に
、
さ
ら
に
一
刻
も
早
い
国
外
退
去
の
必
要
性
か
ら
、
安
全
指
定
国
出
身
の
庇
護
申
請
者
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｂ
の
決
定
に

対
し
て
異
議
申
し
立
て
の
権
限
が
一
切
与
え
ら
れ
ず
、
難
民
認
定
拒
否
、
即
国
外
退
去
と
な
っ
た
（CIC 2012d

）（
（
（

。
無
論
新
体
制
下

で
も
す
べ
て
の
庇
護
申
請
者
は
Ｉ
Ｒ
Ｂ
に
よ
っ
て
聴
取
を
受
け
、
不
服
な
場
合
連
邦
裁
判
所
へ
と
不
服
申
し
立
て
の
裁
判
を
起
こ
す

権
利
は
有
し
て
い
る
。
し
か
し
「『
安
全
』
な
国
家
出
身
の
も
の
は
迫
害
の
危
険
に
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
不
当
な
申
し
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立
て
を
し
た
の
で
、
国
外
退
去
さ
せ
て
も
『
安
全
』
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
の
も
と
、
審
理
終
了
前
に
国
外
退
去
に
し
て
も
構
わ
な

い
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
「
安
全
国
」
は
あ
く
ま
で
市
民
権
大
臣
の
裁
量
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
指
定
さ
れ
た
国
で
あ
り
、
異

議
申
し
立
て
制
度
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
阻
ま
れ
た
者
の
送
還
に
伴
う
安
全
を
必
ず
し
も
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。
難
民
庇
護
の
基
本

原
則
で
あ
っ
た
、
迫
害
の
危
険
に
直
面
す
る
国
へ
の
送
還
に
対
す
る
保
護
を
享
受
す
る
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
原
則
は
譲
歩
さ
れ
、

迫
害
体
制
下
へ
の
送
還
の
リ
ス
ク
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る（（
（

。

　

第
四
が
、
申
請
審
査
待
機
者
の
就
労
・
就
学
、
社
会
福
祉
へ
の
無
条
件
ア
ク
セ
ス
の
廃
止
で
あ
る
。
法
改
正
前
の
カ
ナ
ダ
で
は
、

待
機
期
間
中
に
庇
護
申
請
者
に
対
し
就
労
・
就
学
が
認
め
ら
れ
、
社
会
保
障
給
付
も
行
わ
れ
て
き
た
。
連
邦
健
康
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
無
料
加
入
が
認
め
ら
れ
、
緊
急
医
療
、
基
礎
的
な
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
処
方
薬
・
避
妊
薬
、
出
産
前
後
の
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
た
。

し
か
し
上
述
の
よ
う
な
審
査
と
国
外
退
去
手
続
き
の
迅
速
化
を
前
提
に
、
庇
護
申
請
者
の
こ
れ
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
廃

止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
短
期
間
で
の
審
査
、
拒
否
決
定
、
国
外
退
去
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
カ
ナ
ダ
で
の
審
査
待
機
期
間
、

お
よ
び
不
服
申
し
立
て
待
機
期
間
中
、
安
全
指
定
国
出
身
の
庇
護
申
請
者
に
は
緊
急
時
を
除
い
て
健
康
保
険
が
提
供
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
た
。

　

妊
婦
は
胎
児
検
診
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、
子
ど
も
は
予
防
注
射
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
結
局
は
救
急
医
療
対
応
件
数
が
増

加
し
、
感
染
症
の
予
防
が
不
十
分
に
な
る
な
ど
、
難
民
自
身
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
市
民
の
健
康
に
と
っ
て
も
脅
威
と
な
る
懸
念
が
示
さ

れ
て
い
る
（Globe and M

ail 2012; M
ehta 2012

）。
庇
護
申
請
者
の
健
康
保
険
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
が
本
当
に
医
療
費
の
削
減
に

つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
視
す
る
声
も
多
く
、
こ
う
し
た
福
祉
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
何
よ
り
「
カ
ナ
ダ
の
価
値
観
に
反
し

て
い
る
（M

etha 2012

）」
と
の
意
見
も
根
強
い
。
カ
ナ
ダ
の
家
族
医
師
会
や
看
護
師
協
会
か
ら
も
抗
議
が
あ
り
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の

厚
生
大
臣
も
反
対
し
た
（Globe and M

ail 2012

）。
し
か
し
な
が
ら
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
影
響
の
も
と
、
将
来
の
市
民
候
補
と

な
る
可
能
性
が
限
定
的
な
庇
護
申
請
者
の
人
権
保
障
は
妥
協
さ
れ
た
。
難
民
庇
護
申
請
の
プ
ロ
セ
ス
は
単
に
国
境
を
越
え
る
移
動
の
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管
理
を
め
ぐ
る
闘
争
で
は
な
く
、
国
内
で
の
社
会
的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
巡
る
闘
争
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
変
更
に
加
え
、
カ
ナ
ダ
の
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
で
は
、
公
共
安
全
相
（the M

inister of Public Safety

）
に
対
し
、

人
の
密
輸
に
よ
る
援
助
を
受
け
て
カ
ナ
ダ
に
入
国
し
た
集
団
を
「
不
法
に
到
着
し
た
も
の
（irregular arrivals

）」
と
認
定
す
る
こ

と
を
認
め
た
。
そ
し
て
一
六
歳
以
下
は
免
除
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
上
の
年
齢
の
者
に
つ
い
て
は
施
設
へ
の
強
制
収
容
を
認
め
た
。

ま
た
強
制
収
容
後
の
審
査
で
難
民
認
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
五
年
間
は
永
住
権
を
申
請
で
き
ず
、
そ
の
間
家
族
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
健
康
保
険
に
つ
い
て
も
カ
ナ
ダ
の
一
般
市
民
が
受
け
取
る
以
上
の
保
障
は
受
け
取
ら
せ
な
い
と
い
う
入
国
方
法
に
よ

る
新
た
な
仕
分
け
と
管
理
も
導
入
し
た
。
政
府
は
、
人
の
密
輸
と
そ
れ
を
利
用
し
て
不
法
な
手
続
き
で
入
国
す
る
庇
護
申
請
者
へ
の

取
り
締
ま
り
と
処
罰
の
厳
格
化
が
カ
ナ
ダ
の
庇
護
申
請
先
と
し
て
の
魅
力
を
低
下
さ
せ
、
カ
ナ
ダ
が
国
際
的
人
身
売
買
組
織
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
予
防
で
き
る
と
考
え
て
い
る
（CIC 2012d

）。

２　

難
民
の
非
人
間
化
と
排
除
の
正
当
化
言
説

１　

偽
難
民
に
対
す
る
非
人
間
化
と
管
理
の
正
当
化

　

世
論
調
査
で
も
、「
カ
ナ
ダ
の
難
民
政
策
を
誇
り
に
思
う
」
と
い
う
回
答
は
上
位
を
占
め
、
カ
ナ
ダ
の
人
道
的
な
難
民
政
策
と
難

民
受
け
入
れ
を
通
し
た
国
際
貢
献
は
カ
ナ
ダ
の
多
様
性
へ
の
寛
容
さ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ラ
イ
ド
の
構
築
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

国
内
に
は
カ
ナ
ダ
難
民
評
議
会
（Canada Council for Refugees

）
の
よ
う
に
難
民
の
権
利
擁
護
及
び
定
住
支
援
の
た
め
の
全
国
組

織
と
し
て
、
政
策
に
影
響
力
の
あ
る
難
民
支
援
団
体
な
ど
も
存
在
す
る
。
Ｐ
Ｓ
Ｒ
の
よ
う
に
民
間
に
よ
る
難
民
の
受
け
入
れ
支
援
の

歴
史
も
あ
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
難
民
に
対
す
る
深
い
思
い
や
り
が
国
民
全
般
に
根
付
い
て
い
る
と
思
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
カ
ナ
ダ
で
、

な
ぜ
大
臣
が
恣
意
的
に
難
民
を
仕
分
け
し
、
さ
ら
に
は
入
国
方
法
で
人
権
を
制
限
す
る
こ
と
を
認
め
る
法
案
が
成
立
し
た
の
か
。
ど



354

法学研究 89 巻 2 号（2016：2）

の
よ
う
な
言
説
で
保
守
党
政
権
が
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
を
正
当
化
し
て
い
る
の
か
を
次
に
見
て
い
く
。

　

人
権
と
国
家
主
権
の
対
立
は
長
年
カ
ナ
ダ
の
難
民
政
策
に
お
け
る
「
葛
藤
」
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
厳
し
い
難
民
政
策
は
本
当
に

庇
護
を
必
要
と
す
る
難
民
に
対
し
て
門
戸
を
閉
ざ
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
施
さ
れ

た
よ
う
な
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
を
出
身
国
に
送
り
返
す
よ
う
な
こ
と
は
「
非
カ
ナ
ダ
的
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。H

ardy and 

Phillips 

（1999
）
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
カ
ナ
ダ
の
行
政
職
員
の
言
葉
に
そ
う
し
た
態
度
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
を
送
り
返
し
た
り
し
な
い
。
そ
れ
は
カ
ナ
ダ
的
で
は
な
い
。
決
定
が
人
命
に
影
響
を
与
え
る
場
面
、
危
険

の
中
に
送
り
返
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
、『
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ず
』
が
重
要
で
あ
り
、
一
人
、
も
っ
と
い
え
ば
一
万
人
不
正
な
難
民
を
受
け

入
れ
て
も
問
題
で
は
な
い
。

　

つ
ま
り
「
カ
ナ
ダ
的
包
摂
」
と
は
、
難
民
を
迫
害
の
中
に
追
放
す
る
リ
ス
ク
を
最
小
に
す
る
た
め
に
、
不
当
な
請
求
を
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
も
の
に
対
し
て
も
カ
ナ
ダ
の
国
境
を
開
放
す
る
、
と
い
う
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
の
原
則
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
約
二
週
間
後
に
控
え
た
法
の
施
行
に
際
し
、
任
期
四
年
を
過
ぎ
、
人
一
倍
難
民
法
の
改
正
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
ケ
ニ
ー
・
ジ
ェ
イ
ソ
ン
（K

enny Jason

）
市
民
権
大
臣
（
当
時
）
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

我
々
の
変
更
は
カ
ナ
ダ
の
難
民
認
定
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
迅
速
か
つ
公
平
に
す
る
。
あ
ま
り
に
も
長
い
間
、
カ
ナ
ダ
の
寛
容
な
庇
護
認
定
シ

ス
テ
ム
は
悪
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
に
つ
け
込
ま
れ
や
す
か
っ
た
。
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
真
の
難
民
は
よ
り
迅
速
に
保
護
さ
れ
る
。

同
時
に
偽
の
申
請
者
、
そ
し
て
我
々
の
寛
大
な
シ
ス
テ
ム
を
悪
用
し
、
納
税
者
に
対
し
て
多
大
な
犠
牲
を
強
い
る
も
の
が
よ
り
速
く
国
外
に

退
去
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（CIC 2002d

）
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政
府
の
言
説
で
繰
り
返
さ
れ
た
の
は
、
難
民
の
中
に
保
護
の
必
要
な
「
真
正
の
難
民
」
と
シ
ス
テ
ム
の
悪
用
を
企
て
る
「
偽
難

民
」
が
お
り
、
慈
悲
深
く
難
民
を
受
け
入
れ
る
カ
ナ
ダ
が
、
偽
難
民
に
よ
っ
て
不
当
な
負
担
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ

る
。
カ
ナ
ダ
政
府
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
は
、
政
府
の
管
理
の
も
と
に
再
定
住
す
る
第
三
国
定
住
難
民
に
加
え
、
難
民
を
安
全
指
定
国

出
身
者
と
そ
れ
以
外
に
分
け
る
こ
と
で
、
難
民
を
「
真
正
の
難
民
」
と
「
偽
難
民
」
の
二
つ
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
偽
難
民
を
正
規

の
ル
ー
ル
を
破
る
不
法
者
と
認
定
し
、
非
人
間
化
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
税
金
を
使
っ
て
保
護
す
る
前
者
に
対
し
、
後
者
へ
の
国
家
主

権
行
使
に
よ
る
非
人
道
的
な
人
権
制
限
を
正
当
化
す
る
。
つ
ま
り
難
民
す
べ
て
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
変
更
は
あ
く

ま
で
偽
難
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
自
分
た
ち
を
あ
く
ま
で
善
意
と
思
い
や
り
に
つ
け
こ
ま
れ
た
犠

牲
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
つ
ま
り
真
の
難
民
を
守
る
た
め
の
難
民
政
策
の
再
編
を
謳
う
こ
と
で
、
人
道
国
家
と
し
て
の
体
面
を
維

持
す
る
戦
略
で
あ
る
。

２　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
た
難
民

　

政
府
及
び
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
「
偽
難
民
」
と
し
て
名
指
し
さ
れ
て
い
る
の
は
抽
象
的
な
難
民
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
①
メ
キ

シ
コ
か
ら
の
難
民
、
②
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
出
身
の
ロ
マ
族
、
そ
し
て
③
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
、
の
三
集
団
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
集
団
が
国
境
管
理
に
も
た
ら
し
た
緊
張
が
二
〇
一
二
年
の
法
改
正
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
以
下
詳
し
く
見
て
い
く
。

　

表
２
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
カ
ナ
ダ
へ
の
庇
護
申
請
数
上
位
五
カ
国
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
驚
い
た
こ
と

に
カ
ナ
ダ
で
は
、
再
定
住
難
民
の
出
身
地
に
多
い
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
出
身
の
難
民
で
は
な
く
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
難
民
申
請
が
二

〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
カ
ナ
ダ
の
国
内
か
ら
の
庇
護
申
請
の
第
一
位
を
占
め
る
状
態
が
継
続
し
て
い
た
。
二
〇
〇
四
年
、

カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
は
安
全
な
第
三
国
協
定
を
締
結
し
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
安
全
な
国
を
経
由
し
た
庇
護
申
請
者
に
は
カ
ナ
ダ
へ
の
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庇
護
申
請
を
禁
止
し
、
ま
た
カ
ナ
ダ
を
経
由
し
て
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
庇
護
申
請
を
禁
止
し
た
。
ア

メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
、
カ
ナ
ダ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
テ
ロ
リ
ス
ト
に
対
し
て
国
境
管
理
が
甘

い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
国
境
の
共
同
管
理
強
化
の
観
点
か
ら
こ
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
こ
の
協
定
に
は
様
々
な
例
外
規
定
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ

は
ビ
ザ
を
課
し
て
い
る
が
、
カ
ナ
ダ
と
ビ
ザ
免
除
協
定
を
持
っ
て
い
る
国
出
身
の
人
が
ア
メ
リ
カ

経
由
で
カ
ナ
ダ
に
入
り
、
そ
の
領
域
内
で
庇
護
申
請
を
行
う
こ
と
は
可
能
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

当
時
メ
キ
シ
コ
と
カ
ナ
ダ
に
は
ビ
ザ
免
除
協
定
が
成
立
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ

ダ
が
第
三
国
協
定
を
締
結
後
で
も
ア
メ
リ
カ
経
由
で
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
難
民
申
請
は
可
能
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
い
つ
変
更
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
は
、
二
〇
〇
五
年
以
降
大
量
の
メ
キ
シ

コ
人
の
カ
ナ
ダ
で
の
難
民
申
請
を
発
生
さ
せ
た
（Gilbert 2013

）。

　

し
か
し
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
難
民
増
加
は
、
公
平
な
移
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
の
カ
ナ
ダ
市
民

の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
参
入
か
ら
は
遮
断
さ
れ
た
人
々
に
よ
る
、
不
当
な
境
界
浸
食
と
し
て
重

大
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
実
は
メ
キ
シ
コ
出
身
者
は
近
年
カ
ナ
ダ
の
一
時
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ａ

Ｗ
Ｐ
（T

he Seasonal A
gricultural W

orkers Program

）
参
加
者
と
し
て
も
カ
ナ
ダ
の
国
境
を

越
え
増
加
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
合
法
的
な
農
業
従
事
の
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
単
純
労
働
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ｐ
参
加
者
は
、
カ
ナ
ダ
が
近
年
技
能
移
民
枠
の
拡
大
を
通
じ
て
求

め
る
「
才
能
、
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
投
資
、
機
会
を
求
め
る
も
の
」
に
は
合
致
し
な
い
。
そ
の

た
め
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
は
家
族
呼
び
寄
せ
の
権
利
も
な
け
れ
ば
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

表２　カナダにおける庇護申請者出身上位５カ国の推移（2007―2011）

2007 2008 2009 2010 2011
1 メキシコ メキシコ メキシコ ハンガリー ハンガリー
2 ハイチ ハイチ ハンガリー 中華人民共和国 中華人民共和国
3 コロンビア コロンビア コロンビア コロンビア コロンビア
4 中華人民共和国 中華人民共和国 ハイチ メキシコ パキスタン
5 アメリカ合衆国 スリランカ 中華人民共和国 スリランカ ナミビア

出典：CIC（2012a）より筆者作成
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ム
以
外
の
仕
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
機
会
も
開
か
れ
て
い
な
い
。

カ
ナ
ダ
経
済
を
下
支
え
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
年
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
働
こ
う
と
、
永
住
権
の
申
請
に
は
つ
な
が

ら
な
い
と
い
う
使
い
捨
て
労
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（
大
岡

二
〇
一
二
）。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
、
合
法
的
な
（
カ
ナ
ダ
に

と
っ
て
は
使
い
勝
手
の
良
い
）
出
稼
ぎ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
管
理

統
制
す
る
対
象
の
メ
キ
シ
コ
人
が
、
就
労
目
的
に
カ
ナ
ダ
の

「
緩
い
」
難
民
申
請
に
つ
け
込
み
、
多
く
の
税
金
が
無
駄
遣

い
さ
れ
て
い
る
と
い
う
言
説
が
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
に
よ
っ
て

作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
（Gilbert 2013

）。
そ
し
て
本
来

は
迫
害
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
な
い
経
済
難
民
の
庇
護
申

請
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
、「
真
正
の
難
民
」
と
「
偽
難
民
」

と
い
う
対
比
言
説
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
た
。
メ
キ
シ
コ
人
の

難
民
申
請
は
、
迫
害
の
脅
威
の
な
い
経
済
難
民
に
よ
る
抜
け

駆
け
と
し
て
犯
罪
行
為
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
二
〇
〇
九
年
に
カ
ナ
ダ
政
府
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
旅

行
者
す
べ
て
に
査
証
を
求
め
る
措
置
を
実
施
し
た
。
す
る
と

メ
キ
シ
コ
か
ら
の
難
民
申
請
は
激
減
し
た
（
図
２
参
照
）。

出典：CIC（2012a）より筆者作成

図２　主要国からカナダ国内からの難民申請数の推移（2002―2011）

ハンガリー　　　　中国　　　　ナイジェリア
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二
〇
〇
八
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
九
五
二
七
名
に
達
し
た
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
庇
護
申
請
者
の
波
が
、
ビ
ザ
導
入
後
の
二
〇
一
〇
年
に
は

一
二
二
一
名
、
二
〇
一
一
年
に
は
六
七
七
名
に
ま
で
激
減
し
た
。
こ
の
数
字
の
減
少
は
、
カ
ナ
ダ
政
府
の
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
難
民
申

請
が
真
に
緊
急
性
を
要
す
る
正
当
な
要
求
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
カ
ナ
ダ
の
寛
容
さ
、
思
い
や
り
に
つ
け
込
ん
だ
悪
用
と
い
う

言
説
を
裏
付
け
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。
真
正
な
難
民
だ
け
に
迅
速
に
避
難
所
を
提
供
す
る
に
は
法
改
正
が
必
要
と
い
う
保
守
党
を

後
押
し
し
た
の
で
あ
る
。

　

激
減
し
た
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
難
民
申
請
に
代
わ
っ
て
二
〇
一
〇
年
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
の
難
民
申
請
の
ト
ッ
プ
に
挙
が
っ
た
の
は
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
あ
る
（
表
２
参
照
）。
二
〇
〇
七
年
以
前
に
は
二
桁
台
だ
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
庇
護
申
請
数
は
、
二
〇
一
〇
年
に

二
三
三
二
名
、
二
〇
一
一
年
に
は
四
四
四
〇
名
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
の
難
民
申
請
の
増
加
は
、
Ｅ
Ｕ
加

盟
国
の
一
員
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
市
民
へ
の
査
証
を
廃
止
し
た
二
〇
〇
八
年
に
開
始
し
て
い
る（（
（

。
つ
ま
り
査
証
な
し
で

カ
ナ
ダ
へ
の
旅
行
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
空
港
到
着
後
に
庇
護
申
請
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
系
の
ロ
マ
で
あ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
の
景
気
悪
化
と
そ
れ
に
伴
う
ロ
マ
族
へ
の
人
種
差
別
や
暴
行
、
ロ
マ
以
外
と
の

対
立
の
激
化
な
ど
が
庇
護
申
請
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
（A

yed 2012

）。

　

し
か
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
難
民
に
つ
い
て
も
ケ
ニ
ー
市
民
権
大
臣
（
当
時
）
は
疑
い
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
た
。
彼
は
プ
レ
ス
に
向
け

て
「
世
界
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
難
民
申
請
者
の
九
八
％
が
カ
ナ
ダ
で
難
民
申
請
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
実
質
的
に
誰
一
人
と
し
て
根
拠
が

な
い
」
と
語
り
、
カ
ナ
ダ
に
よ
る
難
民
申
請
待
機
者
へ
の
社
会
保
障
費
の
給
付
な
ど
の
手
厚
い
支
援
が
む
し
ろ
食
い
物
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
、
カ
ナ
ダ
連
邦
警
察
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
ロ
マ
の
人
身
売
買
組
織
が
一
九
人
の
ロ
マ
に
カ
ナ
ダ
で
難
民
申
請
す
る
よ
う
、

メ
キ
シ
コ
か
ら
ア
メ
リ
カ
経
由
の
密
入
国
を
手
引
き
し
た
事
件
を
摘
発
し
た
。
入
国
後
彼
ら
は
山
小
屋
の
地
下
室
に
と
ら
わ
れ
て
、

無
報
酬
で
働
か
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
不
法
入
国
事
件
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
難
民
増
加
に
懸
念
を
示
し
て
い
た
ケ
ニ
ー
大
臣
に
格
好
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の
攻
撃
材
料
を
与
え
た
。
人
身
売
買
の
結
果
、
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
状
況
で
働
か
さ
れ
て
い
た
人
々
の
権
利
擁
護
よ
り
も
、
カ
ナ
ダ

の
国
境
が
順
番
を
守
ら
ず
に
、
不
正
を
働
い
て
カ
ナ
ダ
国
内
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
す
る
難
民
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

脅
威
を
あ
お
っ
た
。
そ
し
て
安
全
国
を
認
定
す
る
こ
と
で
、
不
当
な
要
求
の
多
い
国
か
ら
の
申
請
を
よ
り
迅
速
に
処
理
し
、
国
外
に

素
早
く
排
除
す
べ
き
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。
ま
た
健
康
保
険
、
社
会
保
険
な
ど
滞
在
を
長
期
化
さ
せ
る
社
会
福
祉
か
ら
の
撤
退

を
訴
え
た
。
実
際
、
二
〇
一
二
年
の
難
民
法
改
正
の
効
果
は
絶
大
で
、
政
府
が
安
全
国
と
指
定
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
難
民
申
請

は
激
減
し
た
（Chase 2013

）。

　

さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
に
お
き
た
カ
ナ
ダ
へ
の
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
の
到
着
も
、「
真
正
な
難
民
」
と
「
偽
難
民
」
の
分
類
に
よ
る
、

難
民
の
仕
分
け
と
管
理
、
人
権
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
制
限
を
も
た
ら
す
法
改
正
を
正
当
化
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
言
説
を
作
り
出
し
た
。
カ

ナ
ダ
に
お
け
る
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
の
到
着
は
こ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
が
、
地
政
学
的
に
さ
ほ
ど
大
き
な
問
題
と
は
な
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
を
生
み
だ
す
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
距
離
、
唯
一
国
境
を
接
す
る
の
が
第
三
国
定
住
で
も
、
庇
護
申
請
受
け
入

れ
で
も
世
界
第
一
位
を
誇
る
難
民
受
け
入
れ
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ほ
ど
ボ
ー
ト

ピ
ー
プ
ル
へ
の
恐
怖
感
が
政
治
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
飯
笹　

二
〇
〇
七
）。
無
論
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
船
で
カ
ナ
ダ

の
領
海
内
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
難
民
申
請
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
数
回
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の
ケ
ー
ス
も
到
着
し
た
人
々
は
そ
の
手

段
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
入
国
後
の
審
査
を
も
と
に
難
民
認
定
さ
れ
、
温
か
い
歓
迎
を
受
け
て
き
た
。
実
際
、
二
〇

〇
九
年
に
七
六
人
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
を
乗
せ
た
難
民
船
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
し
た
際
も
、
釈
放
後
に
難
民
申
請
を
行
い
、
ほ
と

ん
ど
が
速
や
か
に
ト
ロ
ン
ト
に
定
住
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
不
法
な
方
法
で
到
着
し
た
と
し
て
も
、
異
な
っ
た
取
り
扱
い
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
の
が
、
長
年
の
カ
ナ
ダ
の
人
道
的
難
民
受
け
入
れ
の
姿
勢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
二
〇
一
〇
年
八
月
、
難
民
改
革
法
可
決
の
わ
ず
か
二
カ
月
後
、
サ
ン
・
シ
ー
号
に
乗
っ
て
四
九
〇
名
の
タ
ミ
ル
系
ス
リ
ラ

ン
カ
人
が
ボ
ー
ト
で
来
た
時
に
様
相
は
一
変
し
た
。
約
五
〇
〇
人
と
い
う
大
量
の
数
、
他
に
も
数
隻
の
船
が
続
け
て
カ
ナ
ダ
に
や
っ



360

法学研究 89 巻 2 号（2016：2）

て
く
る
と
い
う
報
道
は
カ
ナ
ダ
で
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
は
乗
船
し
て
い
た
人
が
カ
ナ
ダ
に
よ
っ
て
テ
ロ
組
織
認
定
さ
れ

て
い
る
タ
ミ
ル
・
タ
イ
ガ
ー
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
報
道
や
、
乗
船
者
の
多
く
は
四
万
～
五
万
ド
ル
も
の
大
金
を
人
身
売
買
ブ

ロ
ー
カ
ー
に
支
払
っ
て
タ
イ
か
ら
乗
船
し
た
と
い
う
報
道
は
、
カ
ナ
ダ
人
の
間
に
モ
ラ
ル
・
パ
ニ
ッ
ク
と
も
い
え
る
現
象
を
引
き
起

こ
し
た
。「
我
々
の
寛
容
な
シ
ス
テ
ム
が
悪
用
さ
れ
、
国
境
が
不
正
な
難
民
に
よ
り
浸
食
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
説
が
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

比
較
的
冷
静
に
事
態
を
静
観
し
、
四
九
〇
名
の
タ
ミ
ル
系
ス
リ
ラ
ン
カ
人
難
民
申
請
希
望
者
に
対
し
て
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
思

い
や
り
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
自
由
党
に
反
発
が
強
ま
っ
た
。
移
民
が
社
会
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
世

論
調
査
の
結
果
は
当
時
半
数
を
超
え
、
政
府
に
も
厳
格
な
国
境
管
理
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
た
。
安
全
保
障
上
の
脅
威
を
背
景
に
難

民
審
査
の
厳
格
化
を
支
持
す
る
世
論
の
高
ま
り
の
中
、
ケ
ニ
ー
市
民
権
大
臣
は
、
こ
の
問
題
へ
の
対
応
が
カ
ナ
ダ
が
今
後
国
際
的
な

人
身
売
買
組
織
に
よ
る
人
の
密
輸
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
か
ど
う
か
の
試
金
石
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
難
民
受
け
入
れ
体

制
の
寛
大
さ
、
あ
る
い
は
「
緩
さ
」
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
と
い
う
言
説
を
作
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
、
上
述
し
た
よ
う
な
非
正
規
入
国
者
へ
の
収
容
と
い
う
人
権
制
限
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
庇
護
申
請
者

の
家
族
呼
び
寄
せ
の
制
限
、
五
年
間
の
永
住
権
申
請
の
禁
止
な
ど
、
よ
り
厳
格
な
対
応
を
主
張
し
た
ケ
ニ
ー
市
民
権
大
臣
に
支
持
が

集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ポ
ス
ト
紙
は
、「
カ
ナ
ダ
歴
代
の
中
で
ベ
ス
ト
な
市
民
権
大
臣
」
と
し
て
ケ
ニ
ー
と
そ
の
難
民

法
改
革
を
た
た
え
た
（N

ational Post 2012

）。
こ
う
し
て
、
二
〇
一
〇
年
六
月
の
法
案
上
程
か
ら
一
年
で
勅
許
を
得
た
難
民
改
革

法
は
、
八
カ
月
後
に
Ｃ-

31
法
案
と
し
て
再
上
程
さ
れ
、
わ
ず
か
四
カ
月
後
に
再
び
勅
許
を
得
て
、
現
在
の
形
で
、
二
〇
一
二
年
一

二
月
に
運
用
開
始
と
な
っ
た
。

３　

数
字
に
よ
る
正
当
化
と
難
民
へ
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
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上
述
の
よ
う
な
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
基
づ
く
難
民
排
除
の
議
論
も
あ
る
。
し
か
し
カ
ナ
ダ
で
支
持
を
集
め
た
の
は
、
難
民
す
べ

て
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
庇
護
を
求
め
る
真
正
な
難
民
と
就
労
を
目
的
と
す
る
偽
難
民
を
仕
分
け
し
た
う
え
で
、
真
正
の
難
民

に
対
し
て
は
む
し
ろ
庇
護
を
迅
速
化
し
「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
」
を
向
上
す
る
経
済
的
正
当
化
で
あ
る
。
人
々
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い

な
い
国
か
ら
の
難
民
申
請
に
時
間
が
と
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
当
に
保
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
カ
ナ
ダ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
阻
む
。

安
全
国
指
定
に
よ
り
審
査
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
と
資
源
を
縮
減
す
る
こ
と
に
は
、「
本
当
の
難
民
の
た
め
」
と
い
う
人
道
的
な

名
目
が
あ
る
。
さ
ら
に
税
金
に
よ
っ
て
難
民
受
け
入
れ
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
国
民
へ
の
「
説
明
責
任
」
も
果
た
す
。
カ
ナ
ダ
国
民
は

長
年
難
民
受
け
入
れ
に
強
い
誇
り
を
抱
い
て
き
た
。
庇
護
申
請
者
の
仕
分
け
に
は
真
の
難
民
自
身
の
た
め
と
い
う
大
義
名
分
が
あ
り
、

単
な
る
難
民
脅
威
論
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
言
説
の
根
拠
づ
け
と
し
て
政
府
が
用
い
て
い
る
の
が
様
々
な
数
字
で
あ
る
。
例
え
ば
二
〇
一
二
年
の
移
民
シ
ス
テ
ム
防

衛
法
で
提
示
さ
れ
た
変
更
の
一
つ
に
国
外
退
去
の
迅
速
化
が
あ
る
。
以
前
の
シ
ス
テ
ム
下
で
は
、
申
請
拒
否
の
決
定
が
出
た
後
も
異

議
申
し
立
て
の
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
る
と
国
外
退
去
に
四
、
五
年
も
の
年
月
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
最
終
決
定
か
ら
一
年
で
退
去

さ
せ
る
こ
と
で
、
州
が
負
担
す
る
社
会
福
祉
や
教
育
コ
ス
ト
を
五
年
間
で
一
・
六
兆
円
削
減
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
概
算

も
出
さ
れ
た
（CIC 2012d

）。

　

保
守
党
政
権
下
で
は
庇
護
申
請
の
未
処
理
件
数
は
二
万
九
〇
〇
〇
件
に
ま
で
減
少
し
た
。
ま
た
難
民
申
請
に
失
敗
し
た
庇
護
申
請

者
五
一
八
七
名
を
国
外
退
去
に
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。「
こ
れ
ら
の
庇
護
申
請
拒
否
者
を
国
外
退
去
に
す
る
こ
と
で
、
社
会
福

祉
、
健
康
保
険
、
そ
の
他
税
金
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
何
億
円
も
の
金
額
か
ら
納
税
者
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
、
速
や
か
な
国
外
退
去
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
も
強
調
さ
れ
て
い
る
（CIC 2012a

）。

　

以
上
法
改
正
後
の
未
処
理
件
数
の
大
幅
な
減
少
と
い
う
数
字
が
、
迅
速
か
つ
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
の
確
立
は
カ
ナ
ダ
国
民
の
税
金

を
守
る
と
同
時
に
「
庇
護
を
求
め
る
難
民
自
身
の
た
め
」
に
も
な
る
と
い
う
正
当
化
を
下
支
え
し
て
い
る
。
政
府
は
数
字
に
よ
る
科
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学
的
根
拠
に
よ
り
、
自
ら
が
強
力
な
国
家
主
権
の
行
使
に
よ
り
、
国
民
を
正
し
い
方
向
に
導
い
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け
を
得
て
、
国

民
の
支
持
を
担
保
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
さ
ら
に
難
民
政
策
変
更
の
方
向
転
換
を
水
路
づ
け
た
背
景
要
因
と
し
て
、
国

内
政
治
環
境
の
変
化
と
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

３　

カ
ナ
ダ
難
民
政
策
再
編
の
背
景
要
因

１　

国
内
政
治
環
境
の
変
化

　

こ
う
し
た
保
守
党
政
権
に
よ
る
難
民
政
策
の
再
編
に
対
し
、
他
の
政
党
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
は
な
さ
れ
な
い
の
か
。
保
守
党
が

二
〇
〇
六
年
に
一
三
年
間
続
い
て
い
た
自
由
党
政
権
か
ら
政
権
を
奪
取
す
る
ま
で
に
、
カ
ナ
ダ
で
は
政
党
政
治
を
め
ぐ
る
地
図
が
大

き
く
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
小
選
挙
区
制
を
と
る
カ
ナ
ダ
で
は
必
ず
し
も
得
票
率
と
獲
得
議
席
数
が
一
致
せ
ず
、
劇
的
な
政
権

交
代
が
起
き
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
起
こ
っ
た
の
が
一
九
九
三
年
の
総
選
挙
で
あ
る
。
当
時
の
政
権
与
党
で
あ
っ

た
進
歩
保
守
党
は
選
挙
で
大
敗
し
、
一
六
九
あ
っ
た
議
席
数
を
二
議
席
に
ま
で
減
ら
し
た
。
一
方
で
大
躍
進
を
遂
げ
た
の
は
地
域
の

不
満
を
吸
い
上
げ
た
改
革
党
（
の
ち
の
カ
ナ
ダ
同
盟
）
と
ケ
ベ
ッ
ク
分
離
党
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
カ
ナ
ダ
の
政
治
は
多
党
制
の
時

代
へ
と
入
る
（
小
暮　

二
〇
〇
八
）。
し
か
し
な
が
ら
、
特
定
地
域
に
強
い
支
持
基
盤
を
持
つ
野
党
の
分
裂
状
況
は
当
時
の
政
権
与
党

で
あ
る
自
由
党
に
有
利
に
働
き
、
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
自
由
党
政
権
は
一
〇
年
に
わ
た
る
長
期
政
権
と
な
っ
た
。

　

一
九
九
三
年
の
自
由
党
政
権
の
誕
生
は
、
実
際
に
は
カ
ナ
ダ
西
部
で
当
時
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
移
民
政
策
の
改
革
を
訴
え
、
不
満
を

吸
収
し
て
拡
大
成
長
し
た
改
革
党
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
（
大
岡　

二
〇
〇
九
）。
そ
の
た
め
一
九
九
三
年
に
政
権
に
就
い
た

自
由
党
は
政
権
奪
取
後
か
ら
こ
れ
ら
の
不
満
を
吸
い
上
げ
、
家
族
呼
び
寄
せ
移
民
、
難
民
受
け
入
れ
縮
小
、
経
済
移
民
の
拡
大
路
線

を
推
進
し
て
い
っ
た
。
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カ
ナ
ダ
で
は
よ
う
や
く
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
保
守
勢
力
が
統
合
さ
れ
、
ほ
ぼ
唯
一
の
全
国
政
党
と
し
て
有
利
な
立
場
を
維
持
し

て
き
た
自
由
党
に
拮
抗
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
勢
力
を
弱
め
て
は
い
た
が
全
国
規
模
で
の
支
持
基
盤
を
持
つ
進
歩
保
守
党
と
、

勢
い
は
あ
る
が
カ
ナ
ダ
西
部
に
支
持
基
盤
が
限
定
的
な
改
革
党
が
合
併
し
、
徐
々
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
連
邦
政
府
広
報
費
不
正
流

用
問
題
な
ど
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
ま
み
れ
た
自
由
党
の
人
気
低
迷
の
影
響
も
あ
り
、
つ
い
に
一
三
年
ぶ
り
に
二
〇
〇
六
年
の
総
選
挙

で
は
保
守
党
が
政
権
の
座
に
就
い
た（（
（

。
こ
れ
ま
で
の
極
右
で
怒
り
っ
ぽ
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
ハ
ー
パ
ー
党
首
は
、
連
邦
消
費

税
軽
減
、
医
療
保
険
改
革
な
ど
大
衆
受
け
す
る
政
策
を
訴
え
、
地
域
差
を
超
え
た
全
国
政
党
と
し
て
の
保
守
党
政
権
を
誕
生
さ
せ
た

の
で
あ
る
（
城　

二
〇
〇
七
）。

　

二
〇
〇
六
年
の
ハ
ー
パ
ー
保
守
党
政
権
誕
生
後
、
親
米
路
線
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
が
、
少
数
与
党
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
保
守

党
政
権
は
前
自
由
党
政
権
の
「
カ
ナ
ダ
経
済
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
選
別
」
と
い
う
移
民
政
策
を
引
き
継
い
だ
。
難
民
政
策
に
関
し

て
は
二
〇
一
〇
年
の
難
民
改
革
法
成
立
の
際
は
自
由
党
が
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
反
対
に
回
り
、
新
民
主
党
や
ケ
ベ
ッ
ク
分
離
党
と

の
妥
協
と
調
整
が
強
い
ら
れ
た
が
、
実
際
問
題
と
し
て
難
民
の
六
万
件
に
も
上
る
未
処
理
件
数
は
自
由
党
政
権
時
代
に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
大
ナ
タ
を
振
る
っ
て
の
改
革
に
乗
り
出
し
た
保
守
党
へ
の
国
民
の
支
持
は
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

実
際
、
今
回
の
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
は
保
守
党
単
独
過
半
数
政
権
下
で
成
立
し
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
少
数
与
党
の
状
態
で

も
、
難
民
改
革
法
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
難
民
シ
ス
テ
ム
の
再
編
に
先
立
ち
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
①
カ
ナ
ダ
経
験
移
民
（Canada 

Experience Class

）
の
導
入
、
②
市
民
権
大
臣
の
権
限
強
化
に
よ
る
、
技
能
移
民
の
受
け
入
れ
職
種
の
選
別
な
ど
、
若
く
、
カ
ナ

ダ
で
の
滞
在
経
験
が
あ
り
、
労
働
市
場
の
需
要
を
優
先
し
た
、
カ
ナ
ダ
市
場
と
社
会
へ
の
適
応
力
の
高
い
人
々
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
経
済
へ
の
貢
献
と
経
済
的
自
立
可
能
性
に
重
き
を
置
い
た
社
会
構
成
員
の
選
別
に

は
超
党
派
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
り
、
保
守
党
の
政
策
へ
の
反
発
は
限
定
的
で
あ
っ
た（（（
（

。
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２　

国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
脆
弱
性

　

他
方
、
カ
ナ
ダ
の
難
民
政
策
の
変
容
は
国
際
状
況
の
変
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
て
い
る
の
か
。
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
に
お

い
て
は
、
難
民
条
約
に
加
盟
し
た
国
に
は
「
受
け
入
れ
国
市
民
と
同
等
に
」
難
民
申
請
者
の
健
康
や
福
祉
を
保
障
す
る
義
務
が
「
人

道
的
に
」
あ
っ
た
。
し
か
し
、
樽
本
（
二
〇
一
二
）
は
三
つ
の
観
点
か
ら
、
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
脆
弱
性
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、

世
界
的
に
制
限
主
義
的
な
難
民
抑
止
政
策
に
収
斂
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
国
際
人
権
規
範
に
従
っ
た
政
策
遂
行
へ
の
十
分
な
監

視
体
制
を
も
た
な
い
点
、
第
三
に
、
庇
護
の
権
利
は
個
人
が
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
国
家
に
そ
の
付
与
の
判
断
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
恩
恵
的
性
格
を
も
つ
点
で
あ
る
（
樽
本　

二
〇
一
二
：
二
二
三
）。
現
在
、
西

側
の
先
進
国
全
体
が
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
も
と
、
脱
福
祉
国
家
化
の
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
自
国
民
の
福
祉
保
障
か
ら
も
国
家
が

撤
退
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
難
民
を
包
摂
す
る
体
力
を
失
い
、
国
境
管
理
は
よ
り
い
っ
そ
う
「
望
ま
し
く
な
い
人
」
を
選
別
す
る
権
力

行
使
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
機
能
し
て
い
る
（
関
根　

二
〇
〇
五
）。
難
民
政
策
に
関
し
て
も
、
非
リ
ベ
ラ
ル
な
手
段
で
の
リ
ベ
ラ
ル

国
家
の
維
持
と
い
う
同
様
の
傾
向
が
世
界
で
続
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
自
国
だ
け
が
「
温
か
」
で
は
な
く
「
緩
い
」
と

見
做
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
続
け
る
こ
と
は
、
カ
ナ
ダ
だ
け
で
は
な
く
ど
の
国
に
と
っ
て
も
難
し
い
選
択
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

カ
ナ
ダ
の
難
民
政
策
の
再
編
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
の
脆
弱
性
を
背
景
に
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
も
、
第
三
国
定
住
を
柱
に
カ
ナ
ダ
が
難
民
受
け
入
れ
大
国
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ
っ

た
。
し
か
し
無
秩
序
で
あ
っ
た
国
内
か
ら
の
庇
護
申
請
の
抑
制
を
埋
め
合
わ
せ
る
べ
く
、
二
〇
％
以
上
の
増
加
を
約
束
し
た
第
三
国

定
住
難
民
の
受
け
入
れ
も
、
二
〇
一
二
年
度
に
は
目
標
値
で
あ
る
一
万
四
五
〇
〇
人
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
Ｇ
Ａ
Ｒ
五
四
一
二
名
、

Ｐ
Ｓ
Ｒ
四
二
一
四
名
の
受
け
入
れ
で
あ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｒ
に
至
っ
て
は
過
去
三
〇
年
で
最
低
レ
ベ
ル
の
数
値
と
な
っ
た
。
し
か
し
カ
ナ
ダ

に
お
け
る
難
民
庇
護
に
お
け
る
制
度
的
排
除
は
、
む
し
ろ
国
際
的
な
水
準
へ
の
擦
り
合
わ
せ
に
す
ぎ
ず
、
世
界
的
な
制
限
的
難
民
庇

護
政
策
の
展
開
の
潮
流
の
中
で
は
、
ど
の
国
家
も
カ
ナ
ダ
の
政
策
を
国
際
的
に
非
難
で
き
る
立
場
に
な
い
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
二
〇
一
二
年
に
導
入
さ
れ
た
移
民
シ
ス
テ
ム
防
衛
法
に
よ
り
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
難
民
受
け
入
れ
に
際
し
、
①
第
三
国
定
住

者
の
受
け
入
れ
を
柱
と
し
つ
つ
、
国
内
庇
護
申
請
者
の
受
け
入
れ
を
抑
制
す
る
、
②
国
内
庇
護
申
請
者
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、
安

全
指
定
国
出
身
者
と
そ
れ
以
外
を
区
別
し
、
別
プ
ロ
セ
ス
で
審
査
す
る
、
③
人
身
売
買
な
ど
非
合
法
な
手
段
を
も
っ
て
入
国
す
る
も

の
に
対
し
て
は
、
市
民
権
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
制
約
を
課
す
、
と
い
う
新
た
な
仕
分
け
と
管
理
を
導
入
し
た
。
難
民
受
け
入
れ
の
人
道

的
伝
統
と
国
際
的
責
務
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
新
た
な
難
民
選
別
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
、
難
民
申
請
者
の
出
身
国
、
そ
し
て
入
国
の

方
法
に
よ
っ
て
、
難
民
と
し
て
の
カ
ナ
ダ
市
民
権
へ
の
参
入
プ
ロ
セ
ス
が
階
層
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

カ
ナ
ダ
保
守
党
政
権
は
こ
の
数
年
、
カ
ナ
ダ
市
民
権
を
今
ま
で
以
上
に
特
権
化
す
る
政
策
を
次
々
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
カ
ナ
ダ

の
経
済
に
貢
献
可
能
な
潜
在
労
働
力
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
国
外
か
ら
の
永
住
権
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
一
方
、
カ
ナ
ダ

の
経
済
的
需
要
に
合
わ
な
い
も
の
に
対
し
て
は
門
戸
を
閉
ざ
し
、
移
住
一
日
目
か
ら
の
市
場
参
加
を
カ
ナ
ダ
の
領
域
へ
の
参
入
条
件

と
し
て
求
め
て
い
る
（
大
岡　

二
〇
一
二
）。
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
の
保
守
化
は
、
移
民
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
長
年
カ
ナ
ダ
の
移
民
受
け

入
れ
を
特
徴
づ
け
て
き
た
多
文
化
主
義
政
策
や
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
も
表
れ
て
い
る
。
ハ
ー
パ
ー
保
守
党
政
権
下
で
両
政
策

の
主
眼
は
多
様
性
の
尊
重
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
に
比
重
を
置
く
政
策
か
ら
、
歴
史
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
共
有
に
よ
る
統
合

に
主
眼
が
置
か
れ
た
も
の
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
（Blake 2013

）。
難
民
政
策
の
再
編
も
、
カ
ナ
ダ
市
民
権
の
価
値
を
高
め
、
特
権

化
す
る
「
カ
ナ
ダ
人
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
」
再
編
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
て
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

寛
容
で
、
慈
愛
に
満
ち
た
難
民
受
け
入
れ
国
と
し
て
の
カ
ナ
ダ
は
も
は
や
過
去
の
遺
物
に
す
ぎ
ず
、
イ
メ
ー
ジ
だ
け
に
形
骸
化
し

て
い
く
の
か
。
近
年
の
保
守
党
政
権
下
の
カ
ナ
ダ
は
難
民
へ
の
安
全
な
避
難
所
の
提
供
よ
り
も
、
難
民
に
帰
国
後
の
迫
害
の
リ
ス
ク
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を
負
わ
せ
て
ま
で
自
国
領
域
の
純
化
に
よ
る
安
全
の
効
率
的
創
出
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
カ
ナ
ダ
の
難
民

政
策
の
再
編
と
そ
の
影
響
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
う
し
た
人
道
主
義
の
妥
協
と
譲
歩
が
、
境
界
内
に
受
け
入
れ
た
新
た
な

「
カ
ナ
ダ
人
」
の
包
摂
と
排
除
と
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
1
）　

一
九
八
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
間
の
二
五
年
間
で
経
済
移
民
の
受
け
入
れ
数
は
約
五
倍
に
増
加
し
た
。
カ
ナ
ダ
経
験
移
民

（Canada Experience Class

）
の
導
入
、
市
場
の
需
要
に
応
じ
た
技
能
移
民
受
け
入
れ
な
ど
、
移
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
政
策
的
見

直
し
が
戦
略
的
に
行
わ
れ
な
が
ら
、
移
民
受
け
入
れ
の
拡
大
路
線
が
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
難
民
の
受
け
入
れ
数
は
ほ
ぼ
同
水
準
に
と

ど
ま
り
、
難
民
の
相
対
的
受
け
入
れ
割
合
が
縮
小
す
る
傾
向
に
あ
る
。

（
2
）　

Ｐ
Ｓ
Ｒ
で
再
定
住
す
る
難
民
の
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
が
進
み
、
Ｇ
Ａ
Ｒ
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
難
民
よ
り
も
カ
ナ
ダ
社
会
へ

の
適
応
や
自
立
が
早
い
と
い
う
報
告
も
あ
る
（
本
岡　

二
〇
〇
九
）。

（
3
）　

例
え
ば
カ
ナ
ダ
政
府
は
タ
イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
か
ら
二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
二
年
の
間
に
四
〇
〇
〇
人
近
い
カ
レ
ン
族
難
民
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
に
は
五
〇
〇
〇
人
の
ブ
ー
タ
ン
難
民
の
受
け
入
れ
を
決
め
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
は
す
で
に
四
五
〇
〇
人

の
ブ
ー
タ
ン
難
民
が
カ
ナ
ダ
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
三
年
の
間
に
二
万
人
の
イ
ラ
ク
か
ら
の
難
民
受
け
入

れ
を
決
め
、
二
〇
一
一
年
に
は
四
五
四
五
名
の
イ
ラ
ク
難
民
を
再
定
住
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
第
三
国
定
住
を
進
め
る
こ
と
で
、

難
民
の
安
定
し
た
受
け
入
れ
を
実
現
し
て
き
た
。
二
〇
一
一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
合
わ
せ
て
世
界
全
体
の
五
分
の
四
の
第
三
国
定

住
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
（U

N
H

CR 2012

）。

（
4
）　

安
全
国
の
指
定
は
二
〇
一
〇
年
難
民
改
革
法
で
す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
安
全
国
指
定
が
な
い
ま
ま
Ｃ
︲
31
法
案

の
審
議
に
入
っ
た
た
め
、
二
〇
一
二
年
二
月
の
段
階
で
示
さ
れ
た
も
の
が
カ
ナ
ダ
史
上
初
め
て
の
安
全
国
リ
ス
ト
と
な
っ
た
。

（
5
）　

安
全
認
定
基
準
に
は
量
的
基
準
と
質
的
基
準
が
あ
る
。
量
的
基
準
と
し
て
は
、
認
定
前
の
過
去
三
年
間
で
、
連
続
し
て
一
二
カ
月
三

〇
件
以
上
の
庇
護
申
請
が
あ
っ
た
国
で
、
拒
否
・
取
り
下
げ
・
破
棄
率
の
合
計
が
七
五
％
以
上
、
ま
た
は
取
り
下
げ
・
破
棄
率
の
合
計
が

六
〇
％
以
上
の
国
に
関
し
て
は
、
Ｄ
Ｃ
Ｏ
と
し
て
検
討
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
認
定
前
の
過
去
三
年
間
、
一
二
カ
月
連
続
で
三
〇
以
下
の

申
請
し
か
な
い
国
は
、
①
独
立
し
た
司
法
制
度
を
持
ち
、
②
民
主
主
義
的
権
利
と
自
由
の
承
認
と
救
済
措
置
の
存
在
、
③
市
民
社
会
組
織
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の
存
在
が
あ
る
場
合
、
質
的
な
要
件
か
ら
「
安
全
国
」
指
定
の
検
討
に
入
る
。
そ
の
「
安
全
な
」
日
本
が
難
民
の
第
三
国
定
住
先
と
し
て
、

二
〇
一
二
年
に
は
た
だ
の
一
人
の
難
民
か
ら
も
再
定
住
を
希
望
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
も
何
と
も
皮
肉
な
話
で
は
あ
る
。

（
6
）　

異
議
申
し
立
て
の
権
限
を
一
部
の
庇
護
申
請
者
に
の
み
制
限
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
カ
ナ
ダ
で
も
反
発
が
強
い
。
実
際
二
〇
一
〇
年

の
難
民
改
革
法
可
決
の
際
に
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｐ
と
ケ
ベ
ッ
ク
分
離
党
と
の
調
整
の
末
、
Ｄ
Ｃ
Ｏ
を
含
む
す
べ
て
の
難
民
申
請
者
に
書
類
に
よ
る

不
服
申
し
立
て
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
二
年
の
Ｃ
︲
31
法
案
の
際
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
保
守
党
提
案
に
戻
り
、

Ｄ
Ｃ
Ｏ
に
は
異
議
申
し
立
て
を
認
め
な
い
形
で
法
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
7
）　

こ
れ
ま
で
政
府
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
担
当
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
難
民
認
定
審
査
に
公
務
員
が
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
難
民
申
請
者
は
難
民
申
請
拒
否
の
異
議
申
し
立
て
中
に
並
行
し
て
特
別
在
留
許
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
。
し
か
し
新
シ
ス
テ
ム
下
で
は
、
特
別
在
留
許
可
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
難
民
申
請
は
取
り
下
げ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
だ
難
民
申
請

が
拒
否
さ
れ
た
場
合
は
一
年
間
は
特
別
在
留
許
可
の
申
請
は
で
き
ず
、
そ
の
結
果
を
待
つ
た
め
に
引
き
続
き
カ
ナ
ダ
に
滞
在
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
形
と
な
っ
た
。
ま
た
自
発
的
帰
国
と
再
統
合
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（T

he A
ssisted V

oluntary Return and 
Reintegration

）
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
を
開
始
し
、
す
で
に
庇
護
申
請
を
拒
否
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
カ
ナ
ダ
に
留
ま
っ
て
い
る
人
々

の
帰
国
を
促
し
て
い
る
。

（
8
）　

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
一
九
九
四
年
か
ら
、
ビ
ザ
な
し
で
カ
ナ
ダ
へ
渡
航
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ

た
ロ
マ
が
多
数
カ
ナ
ダ
へ
移
住
し
、
カ
ナ
ダ
は
二
〇
〇
一
年
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
に
対
し
て
再
度
ビ
ザ
の
申
請
を
義
務
付
け
て
い
た
。
そ

れ
が
二
〇
〇
八
年
に
な
く
な
っ
た
。

（
9
）　

一
九
九
五
年
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
民
投
票
で
、
僅
差
で
ケ
ベ
ッ
ク
の
分
離
独
立
は
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
自
由
党
ク
レ
テ
ィ
エ
ン

首
相
は
不
満
の
再
燃
を
恐
れ
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
事
に
連
邦
広
告
費
を
流
用
し
、
予
算
と
し
て
活
用
し
た
。
お
金
の
流
れ
の

不
透
明
さ
は
批
判
を
浴
び
、
ク
レ
テ
ィ
エ
ン
首
相
は
辞
任
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
。

（
10
）　

原
稿
執
筆
中
の
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
九
日
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
で
、カ
ナ
ダ
で
は
約
一
〇
年
ぶ
り
に
政
権
交
代
が
実
現
し
た
。保

守
党
に
代
わ
り
単
独
過
半
数
を
奪
取
し
た
自
由
党
は
シ
リ
ア
難
民
二
万
五
〇
〇
〇
人
の
受
け
入
れ
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
、新
政
権
発
足
後

に
速
や
か
に
第
三
国
定
住
難
民
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。本
稿
で
考
察
し
た
カ
ナ
ダ
の
難
民
国
内
庇
護
政
策
に
よ
る
仕
分
け
・
排
除
・

選
別
に
も
、
今
後
ト
ル
ド
ー
自
由
党
新
政
権
下
で
何
ら
か
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
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し
た
い
。
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